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木
村
毅
（
き
む
ら
き
）

明
治
二
十
七
年
岡
山
県
に
生
れ
る

大
正
六
年
早
稲
田
大
学
英
文
科
卒
業

明
治
文
化
研
究
会
会
長
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授

早
稲
田
大
学
校
史
監
修

昭
和
五
十
四
年
九
月
残

著
書
「
小
説
研
究
十
六
講
」
「
日
米
文
学
交
流
史
の
研
究
」

「
丸
善
外
史
」
「
早
稲
田
外
史
」
「
私
の
文
畢
回
顧
録
」



大
戦
と
み
ら
れ
た
。

明
治
二
十
七
年
と
二
十
八
年
は
、
こ
の
両
年
に
わ
た
っ
て
た
た
か
わ
れ
た
日
清
戦
争
に
よ
っ
て
、
一
般
に
は
最
も
広
く
深
く
記
憶
せ

ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
か
ら
み
る
と
、
わ
が
全
戦
死
傷
者
の
数
が
、
現
今
、
自
動
車
が
一
年
に
わ
た
っ
て
つ
く
る
災
害
者

の
数
に
は
る
か
に
充
た
ず
、
全
戦
費
も
一
厘
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
お
こ
す
火
災
に
及
ば
な
い
。
ま
こ
と
に
小
規
模
だ
が
、
そ
れ
は
時
代

を
へ
だ
て
て
見
る
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
日
本
の
国
力
を
あ
げ
て
の
総
力
戦
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
十
九
世
紀
樟
尾
の

ア
ー
サ
ー
・
デ
ィ
オ
シ
イ
（
Ｐ
．
目
。
望
）
に
「
新
遠
東
」
（
表
紙
に
こ
う
漢
字
で
か
き
、
別
に
弓
唇
の
ｚ
の
急
両
閏
国
四
の
計
と
入
れ

て
い
る
）
と
い
う
著
書
が
あ
る
。
著
者
は
ロ
ン
ド
ン
の
日
英
協
会
の
会
長
で
、
こ
の
害
は
日
清
戦
争
が
終
っ
て
か
ら
、
そ
れ
が
日
清
韓

三
国
に
与
え
た
変
貌
を
、
と
く
に
日
本
中
心
に
か
い
て
名
著
と
い
わ
れ
、
日
露
戦
争
ま
で
の
数
年
に
第
四
版
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
開

第
一
章
日
清
談
判
破
裂
し
て
（
上
）

「
一
八
九
四
年
九
月
十
一
日
の
午
後
か
ら
日
没
に
か
け
、
朝
鮮
湾
す
な
わ
ち
、
河
洋
島
と
大
同
江
の
あ
い
だ
の
海
上
で
大
砲
が
雷

鳴
の
よ
う
に
と
ど
ろ
き
、
『
新
遠
東
』
の
誕
生
を
世
界
に
告
げ
た
」

「
新
遠
東
」
の
誕
生
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巻
第
一
頁
に
い
う
。



す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
大
い
に
驚
く

新
帝
国
の
立
ち
上
り
を

さ
ら
に
そ
れ
は
又
、
こ
の
戦
争
の
は
じ
め
ま
で
、
西
欧
人
の
い
だ
い
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
観
念
は
根
本
的
に
大
革
命
を
お
こ
し
、
東

洋
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ァ
は
崩
壊
し
、
そ
れ
は
ひ
い
て
西
洋
諸
国
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
、
近
き
将
来
に
、
現
実
の
政
治
状

勢
に
な
っ
て
固
ま
っ
て
く
る
と
も
云
っ
て
い
る
。
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じ
つ
は
こ
の
戦
勝
の
栄
光
と
な
ら
ん
で
、
実
質
か
ら
い
う
と
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
重
大
な
国
際
的
収
穫
が
あ
っ
た
。
し
か
し
何
分
に
も
、

そ
し
て
ト
ラ
フ
ァ
ガ
ル
以
来
も
っ
と
も
重
大
な
海
戦
に
日
本

は
白
人
発
明
の
新
兵
器
を
巧
妙
に
駆
使
し
て
（
た
と
え
ば
魚
形

水
雷
も
発
明
以
来
実
戦
に
も
ち
い
た
の
は
こ
の
時
に
お
け
る
日

本
が
初
め
て
で
あ
っ
た
）
、
清
国
に
大
勝
し
、
国
威
を
伸
長
し

た
経
過
を
か
い
て
ヴ
ォ
ル
ハ
イ
ム
の
古
き
ド
イ
ツ
学
生
歌
を
引

用
し
て
い
る
。

の
四
目
両
目
○
ご
口
尋
宮
口
号
鼻
輿
呂
昌
○
ぽ
ざ
①
昌
的
》

封
『
の
旨
宮
一
①
甘
口
①
ロ
①
の
”
の
旨
屋
⑦
具
の
菌
ロ
ロ
①
ロ
豚
汁

二
条
約
改
正
と
内
地
雑
居

Ａ、Ｄｉ６ｓｙ－ＴｈｅＮｅｗＦａｒＥａｓｔ
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一
般
人
に
は
直
接
関
係
が
う
す
く
、
政
府
や
識
者
が
考
え
た
程
に
は
高
く
評
価
さ
れ
な
い
で
、
見
た
目
に
花
為
し
い
戦
争
の
大
勝
利
に

か
す
ん
で
し
ま
っ
た
事
件
が
あ
る
。
条
約
改
正
の
念
願
の
第
一
歩
を
達
成
し
た
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
が
難
渋
を
示
し
つ
つ
も
、

他
に
率
先
し
て
よ
う
や
く
ロ
ン
ド
ン
で
条
約
改
正
に
調
印
し
て
く
れ
た
の
が
七
月
十
六
日
で
、
豊
島
沖
に
海
戦
の
火
ぶ
た
を
き
っ
た
の

は
七
月
二
十
五
日
、
そ
の
あ
い
だ
十
日
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
明
治
歴
史
の
半
ば
の
苦
難
は
、
こ
の
条
約
改
正
の
努
力
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
閥
よ
い
。
明
治
五
年
、
岩
倉
全
権
（
具
視
）
の

一
行
が
六
十
余
名
の
大
名
行
列
を
し
た
が
え
て
米
欧
を
巡
廻
し
て
も
、
て
ん
で
相
手
に
さ
れ
ず
、
御
機
嫌
と
り
に
鹿
鳴
館
で
長
夜
の
宴

を
張
っ
て
狂
歓
乱
舞
し
て
も
い
た
ず
ら
に
識
者
の
頚
楚
を
買
っ
た
ば
か
り
、
そ
の
反
対
に
強
硬
政
策
に
で
れ
ば
、
外
務
大
臣
の
隻
脚
が

爆
弾
で
吹
っ
と
ぶ
と
い
う
騒
ぎ
だ
っ
た
。

そ
れ
が
井
上
馨
、
大
隈
重
信
、
青
木
周
蔵
と
三
代
の
外
交
家
が
脳
築
を
し
ぼ
り
、
陸
奥
宗
光
の
執
念
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
イ
ギ
リ
ス

相
手
に
成
功
の
端
緒
を
つ
か
ん
だ
の
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
の
指
導
的
地
位
に
い
た
だ
け
に
、
ゆ
く
ゆ
く
は
他
の
三
十
有
余
の
条

約
国
も
こ
れ
に
な
ら
う
見
通
し
が
確
実
に
な
っ
た
。
時
の
外
相
陸
奥
宗
光
の
「
斐
有
録
」
に
い
う
。

「
十
七
日
（
七
月
）
暁
天
に
い
た
り
、
外
務
省
電
信
課
長
は
、
余
が
臥
床
に
つ
き
一
通
の
電
信
を
手
交
せ
り
。
果
然
青
木
（
ロ
ン

ド
ン
）
公
使
の
来
電
な
り
。
日
く
、
今
回
の
困
難
も
よ
う
や
く
排
除
し
た
る
上
、
新
条
約
は
七
月
十
六
日
を
以
て
調
印
を
了
せ
り
。

本
使
は
こ
こ
に
謹
み
て
祝
詞
を
天
皇
陛
下
に
奉
り
、
併
せ
て
内
閣
諸
公
に
賀
意
を
表
す
と
。
余
は
直
ち
に
斎
戒
泳
浴
し
て
宮
城
に

趣
り
、
御
前
に
伺
候
し
日
英
条
約
調
印
結
了
の
旨
を
伏
奏
し
、
尋
で
青
木
公
使
に
電
信
を
発
し
た
り
」

ま
っ
た
く
展
歯
の
折
る
る
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
喜
び
よ
う
で
あ
る
。



い
ま
「
丸
善
社
史
」
（
昭
和
二
十
六
年
刊
）
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
を
見
よ
う
。
「
第
一
一
一
編
第
三
章
日
清
戦
争
と
営
業
の
好
転
」

の
第
一
節
「
各
店
売
上
高
の
増
進
」
の
項
に
、
ま
ず
概
況
と
し
て
こ
う
書
い
て
あ
る
。

「
日
清
戦
争
前
ま
で
は
一
般
の
不
況
の
影
響
を
受
け
て
丸
善
の
経
営
も
意
の
如
く
で
な
か
っ
た
が
、
戦
争
の
進
展
に
つ
れ
て
景
気

は
漸
次
好
転
し
、
戦
勝
に
よ
っ
て
そ
の
気
運
は
更
に
高
め
ら
れ
た
。
先
ず
書
店
の
売
上
に
就
て
見
る
に
、
二
十
七
年
及
二
十
八
年

に
は
各
女
八
万
五
、
六
百
余
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
十
九
年
に
は
一
躍
倍
額
に
近
い
十
五
万
八
千
余
円
に
達
し
、
三
十
年
に
は

十
六
万
七
千
四
百
余
円
に
及
ん
だ
。
」

そ
の
次
ぎ
に
、
戦
争
の
好
影
響
を
叙
し
て
こ
う
あ
る
。

「
次
に
唐
物
店
に
就
て
見
る
に
、
戦
争
勃
発
の
二
十
七
年
後
期
よ
り
好
景
気
を
反
映
し
、
軍
の
北
方
奥
地
に
進
む
に
つ
れ
て
、
手

袋
、
靴
下
、
シ
ャ
ツ
等
の
軍
需
品
の
需
要
が
大
い
に
増
加
し
、
原
価
の
一
一
倍
或
は
三
倍
と
い
う
値
段
で
売
行
き
、
品
物
が
不
足
し
、

三
「
丸
善
社
史
」
の
欠
漏
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こ
れ
ら
の
事
、
丸
善
と
関
係
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
そ
れ
が
外
国
の
書
物
雑
貨
の
輸
入
を
主
目
標
と
す
る
丸
善
の
仕
事
を
刺
戟

せ
ぬ
筈
が
な
い
の
だ
。
条
約
改
正
は
そ
の
事
だ
け
で
も
、
日
本
人
の
外
国
関
心
を
倍
加
す
る
が
、
そ
れ
に
は
必
然
、
外
人
の
内
地
雑
居

が
と
も
な
い
、
今
ま
で
制
限
の
あ
っ
た
内
地
の
ど
こ
で
も
旅
行
し
、
ど
こ
に
で
も
住
む
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
。
ま
る
で
外
国
に
た
い
し

て
、
と
ざ
し
た
雨
戸
を
は
ず
し
て
風
の
吹
き
こ
む
に
ま
か
せ
た
も
同
然
で
あ
る
。
丸
善
の
仕
事
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
フ
ー
ー
ポ
ラ
ブ
ル

な
条
件
は
な
い
。



俄
に
製
造
し
た
り
、
或
は
電
報
で
外
国
に
註
文
す
る
等
の
活
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
唐
物
店
の
売
上
高
は
一
一
十
六
年
度
迄
は
六

万
円
代
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
の
が
、
二
十
七
年
に
は
七
万
一
一
千
二
百
余
円
に
、
一
一
十
八
年
度
に
は
十
万
一
一
千
一
一
百
余
円
に
達
し
、
殊

に
二
十
八
年
の
十
月
の
販
売
高
は
十
一
日
迄
に
一
万
円
を
超
過
し
、
廿
五
日
迄
に
は
一
一
万
円
以
上
に
及
ん
だ
。
販
売
高
が
か
く
の

如
く
高
額
に
上
っ
た
の
は
唐
物
店
開
業
以
来
だ
と
い
う
の
で
、
祝
宴
を
開
い
て
店
員
一
同
喜
び
を
頒
つ
有
様
で
あ
っ
た
。
十
一
月

に
於
て
も
十
六
日
迄
に
一
万
円
以
上
の
売
上
が
あ
り
、
又
も
や
祝
宴
を
開
い
て
ゐ
る
・
」

「
書
店
、
唐
物
店
の
好
況
に
伴
っ
て
、
菱
屋
、
工
作
部
、
輸
入
部
も
そ
れ
ぞ
れ
好
成
績
を
示
し
た
。
菱
屋
の
売
上
高
は
、
一
一
十
六
年

が
六
千
二
百
余
円
、
二
十
七
年
が
七
千
九
百
余
円
。
（
略
）
工
作
部
に
於
て
は
、
二
十
六
年
に
二
千
四
百
余
円
、
一
一
十
七
年
に
は
三

千
三
百
余
円
で
あ
っ
た
の
が
、
二
十
九
年
に
は
四
千
九
百
余
円
、
三
十
年
に
は
六
千
二
百
余
円
と
上
昇
し
て
ゐ
る
。
輪
入
部
に
就

て
は
二
十
八
年
迄
の
売
上
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
十
九
年
に
は
六
万
六
千
余
円
に
及
ん
で
い
る
。
」
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に
於
て
も
十
六
日
迄
に
二

さ
ら
に
こ
う
付
記
し
て
い
る
。
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日
清
戦
争
時
代
に
た
い
し
て
の
記
述
の
全
文
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
先
ず
怪
訂
に
堪
え
な
い
の
は
、
丸
善
は
司
現
会
長
の

言
明
に
も
あ
る
如
く
、
洋
書
の
輸
入
が
枢
軸
で
あ
り
、
現
に
上
記
の
表
で
も
、
二
十
七
、
二
十
八
の
両
年
に
わ
た
り
、
書
籍
部
の
売
上

が
最
高
額
を
達
し
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
記
述
は
、
手
袋
や
シ
ャ
シ
の
軍
需
品
需
要
が
大
い
に
増
加
し
た
こ
と
の
み
を
書
い
て
、
か

ん
じ
ん
の
書
籍
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
お
ら
ぬ
の
は
、
ど
う
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

多
分
、
数
度
の
火
災
で
、
資
料
は
全
く
焼
失
し
、
こ
の
期
間
の
カ
タ
ロ
グ
さ
え
一
冊
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う

と
す
れ
ば
そ
の
後
さ
ら
に
戦
災
を
経
過
し
て
い
る
現
在
と
な
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
こ
の
記
事
に
た
い
す
る
増
補
の
手
段
が
な
い
。
し
か

も
後
の
大
を
成
し
た
丸
善
な
ら
、
他
の
新
聞
雑
誌
を
渉
猟
し
て
も
、
若
干
の
史
料
は
発
見
し
得
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
微
弱
で
、

そ
う
い
う
外
間
資
料
も
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
》
）
こ
に
散
見
す
る
関
連
記
事
に
よ
っ
て
、
推
察
を
つ
け
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。

四
日
清
戦
争
を
め
ぐ
り
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日
清
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
、
大
森
は
西
に
す
す
み
、
明
治
天
皇
は
広
島
大
本
営
に
御
駐
鐸
に
な
っ
た
。
い
ま
だ
通
信
機
関
が
幼
稚

で
、
情
報
を
早
く
入
手
す
る
に
、
東
京
で
は
遠
す
ぎ
た
の
が
主
因
だ
と
云
わ
れ
る
。
そ
し
て
広
島
を
臨
戦
地
区
と
指
定
し
、
そ
こ
で
つ

ま
り
陣
中
に
御
滞
在
、
翌
年
の
四
月
ま
で
八
か
月
。
天
皇
の
御
生
涯
で
こ
の
よ
う
に
長
く
東
京
の
皇
居
を
留
守
に
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
閑
余
に
天
覧
に
供
せ
ら
れ
た
書
物
や
絵
画
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
中
で
最
も
異
色
と
思
わ
れ
る
の
は
、
武
官
斎
藤
実
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
」
（
旨
忌
日
四
陣
○
目
］
詞
の
乱
①
尋
）
と
い
う
雑
誌

を
天
覧
に
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
。
ヘ
ル
ン
Ｐ
氏
８
日
○
国
８
日
）
を
見

る
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
に
な
る
よ
り
前
だ
か
ら
、
こ
の
前
後
と
考
え
る

が
、
た
し
か
京
都
の
絵
草
紙
屋
の
店
頭
に
、
十
年
か
二
十
年
前
の
ア
メ
リ

カ
雑
誌
二
冊
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
に
目
を
と
め
て
、
ま
こ
と
に
珍
し
い

と
し
て
買
い
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
日
清
戦
争
の
頃
ま
で
に
な
る
と
、
西

洋
雑
誌
が
上
は
天
覧
に
入
り
、
下
は
千
年
の
旧
都
の
巷
塵
の
な
か
に
見
出

十
二
月
四
日
御
前
に
於
て
絵
巻
物
並
に
支
那
錦
絵
拝
見
被
仰
付
。
」

右
の
う
ち
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。

十
一
月
皿

献
上
の
由
。

ラフカディオ・ヘルン

海
軍
少
佐
（
の
ち
総
理
大
臣
）
の
の
こ
し
た
日
記
に
み
え
る
左
の
記
事
で
あ
る
。

「
十
月
（
明
治
一
一
十
七
年
）
十
七
日
夜
、
御
前
に
於
て
酒
呑
（
願
）
童
子
の
巻
物
拝
見
被
仰
付
。

十
月
十
九
日
御
前
に
於
て
巻
物
三
種
拝
見
被
仰
付
。
（
大
職
冠
、
し
ゃ
な
王
、
鳥
羽
絵
）

十
月
廿
五
日
米
国
な
る
知
行
（
斎
藤
の
従
弟
）
よ
り
送
り
越
し
た
る
イ
ン
タ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ヴ
ゥ
の
戯
画
を
御
覧
に
供

し
、
御
前
に
於
て
説
明
を
為
す
。

十
一
月
廿
八
日
御
肴
頂
戴
。
御
前
に
於
て
東
錦
絵
の
日
清
戦
争
に
関
す
る
も
の
二
冊
拝
見
被
仰
付
。
此
錦
絵
は
常
宮
様
よ
り



Ｊ
に
君
群

『
一
ｑＡ
元
ょ
・
ハ
ソ
天
覧
に
入
っ
た
「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
レ
ヴ
ュ

〔
、
〕

Ｌ
戸
↑
‐
｛

誰
：
八
諸
“
蕊
ふ
＃
、
ｊ
忠
：
．
：
函
。
’
」
は
、
文
中
に
あ
る
通
り
ア
メ
リ
カ
か
ら
直
接
に
送
ら
れ

ｗ
・
；
。
、
、
、
‐
蕊
潅
鼠
や
鯉
《
〈
、
・
醒
舛
、
．
雷
・
』
“
、
．
・
・
・
、
・
鋸
．
》
・
課
㈲
、
。
《
撰
．
。
．
つ
ｈ

、
、
Ｊ
癖
・
》
》
》
熱
く
》
》
》

一
ソ
ロユ
た
‐
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ン
の
求
め
た
古
雑
誌
も
恐
ら
く
は
外

守
‐
邸
．
緬
溝
蛾
轄
”

・
鋤
ｊ
《
菖
忠
：
》
一
癖
蝉
》
一
冊
》
毎
》
一
年
》
Ｌ
一
》
》
．
ｔ
・
》
一
歳
Ｏ

Ｋ

。
ｈ
理画
人
の
観
光
客
が
よ
み
す
て
た
も
の
で
、
も
と
丸
善
か
ら
買
っ

蕪
．
．
韻
や
．
・

鍛
錬
韓
露
李
蝿
》
函
》
罰
．
麺
た
‐
と
い
う
可
能
性
は
う
す
い
。

、
ｆ
鶴
》
唾
》
蝿
偲
？
》
Ｅ

》
沖

お

や
▲

し
か
し
》
）
の
記
事
を
縁
に
し
て
、
丸
善
の
明
治
時
代
の
遺

苓
》
丁
竜
や
．
．
凸
Ｑ
〕

老
に
、
宮
中
に
西
洋
雑
誌
を
お
さ
め
た
こ
と
は
無
い
か
と
聞

い
て
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
リ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
」
Ｐ
》
冒
巨
の
茸
四
陣
目
）
ほ
か
、
二
、
一
一
一
の
画
報
類
を
お
さ
め
た
。
そ
れ
は
宮
内

省
で
消
毒
し
た
上
で
、
天
覧
に
そ
な
え
る
の
が
例
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
何
年
ご
ろ
か
ら
「
リ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ

ン
」
が
宮
中
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
宮
内
庁
に
は
そ
の
綴
じ
込
み
が
残
っ
て
は
い
な
い
か
。

ラ
フ
ヵ
デ
ィ
ォ
・
ヘ
ル
ン
は
日
清
戦
争
の
こ
ろ
は
「
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
記
者
で
あ
り
、
明
治
一
一
十
八
年
の
年
末
か
ら
東
京
大
学

英
文
学
部
の
講
師
と
し
て
迎
え
る
交
渉
が
始
ま
り
、
翌
明
治
一
一
十
九
年
、
話
が
ま
と
ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
あ
の
光
彩
陸
離
た
る
講
義
が

そ
の
間
、
ヘ
ル
ン
は
し
ば
し
ば
学
生
に
懸
賞
論
文
を
か
か
せ
、
賞
と
し
て
テ
ー
ー
ソ
ン
詩
集
、
ポ
ウ
全
集
、
ホ
ウ
ソ
ン
全
集
な
ど
を
与

え
た
。
も
ち
ろ
ん
日
清
戦
争
よ
り
数
年
の
ち
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
は
丸
善
か
ら
購
求
し
た
も
の
と
判
断
し
て
あ
や
ま
る
ま
い
。

,:蕊

だ
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
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前
後
八
年
つ
づ
い
た
。



Ｐ
］
四
℃
“
ロ
．
舟
の

の
琶
胃
画
丙
胃
日
の
①
昌
胃
○

国
巳
”
①
Ｈ
〕
ロ
叶
彦
①
唇毎
口
の 、

○
］
』
芦
の
儲

ウ
目
の
胃
両
ロ
ミ
冒
跨
Ｈ
ｐ
Ｏ
丘
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日
露
戦
争
の
前
に
来
遊
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
詩
人
に
エ
ド
イ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（
の
時
両
ｑ
急
甘
隆
昌
○
国
）
が
お
り
、
在
日
の
一
一
詩

人
と
し
て
ヘ
ル
ン
と
併
称
せ
ら
れ
た
。
日
本
女
性
を
め
と
っ
た
点
で
も
似
て
い
る
が
、
貞
実
に
し
て
内
助
の
功
の
多
か
っ
た
こ
と
は
小

泉
節
子
夫
人
が
ま
さ
る
と
し
て
も
、
ア
ー
ノ
ル
ド
は
盟
吋
の
称
号
を
有
す
る
貴
族
で
、
し
た
が
っ
て
理
子
夫
人
も
ま
た
闇
四
身
の
敬

称
で
呼
ば
れ
た
。
日
本
女
性
に
し
て
園
四
身
の
栄
誉
－
せ
か
ち
得
た
最
初
と
し
て
大
い
に
世
に
喧
伝
せ
ら
れ
た
。

彼
の
最
大
傑
作
は
弓
宮
の
匡
函
厚
○
能
跨
の
耐
》
○
吋
目
声
の
の
Ｈ
①
胃
両
目
目
。
旨
画
○
口
（
旨
缶
国
缶
国
固
昌
の
国
嵐
困
跨
冨
缶
ｚ
衿
）
》
ず
①
旨
い

弓
昏
の
屋
吊
①
臼
且
弓
８
ｇ
甘
い
○
能
の
呂
冨
日
Ｐ
届
ろ
と
い
う
一
大
長
詩
で
、
つ
ま
り
釈
迦
伝
だ
が
、
発
行
後
た
ち
ま
ち
英
米
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
高
楠
順
次
郎
が
「
大
聖
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
し
て
全
訳
し
て
い
る
。
な
か
な
か
苦
心
の
跡
の
見
え
る
訳
で
あ
る
。

ヘ
ル
ン
の
著
作
は
、
過
半
が
日
本
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
ア
ー
ノ
ル
ド
に
は
数
多
き
著
作
中
、
日
本
に
関
す
る
も
の
は
少
な
く

］
§
○
日
８
．
局
旨
の
一
書
が
最
も
き
こ
え
、
外
形
も
豪
華
絢
蝋
た
る
美
本
、
内
容
も
純
朴
掬
す
べ
き
妙
味
が
あ
る
。

日
清
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
彼
は
英
本
国
に
か
え
っ
て
い
た
が
、
陸
の
緒
戦
の
成
歓
。
牙
山
の
役
に
、
一
剛
肌
手
白
神
源
次
郎
が
、

咽
喉
を
う
た
れ
て
血
を
吐
き
な
が
ら
、
な
お
も
進
軍
刷
瓜
を
吹
き
や
め
な
か
っ
た
と
い
う
戦
場
美
談
を
聞
い
て
感
激
し
、
一
詩
を
デ
ェ

リ
イ
。
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
（
当
時
タ
イ
ム
ス
に
つ
い
で
の
有
力
紙
で
イ
ギ
リ
ス
一
の
紙
数
が
出
て
い
た
）
に
投
じ
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
日
本

に
も
原
文
に
訳
文
（
天
渓
居
士
・
大
和
田
建
樹
）
を
そ
え
て
紹
介
せ
ら
れ
た
。



冨
詳
目
Ｈ
Ｃ
Ｂ
ロ
①
篇
画
”
＄
ｏ
］
】
日
①
＃
曾
昌
①
門
Ｈ
ロ
ロ
ロ
の
ロ
恩
の
ぽ
ロ

ロ
ロ
ロ
旨
胃
弓
‐
旨
号
巳
の
局
凹
昏
埼
の
旨
霞
⑦
ｍ
①
ｐ

ご
霞
①
。
ｍ
の
跨
冒
ｍ
①
①
Ｈ
ｍ
毎
口
具
》
尋
尉
＆
の
ぎ
●
ｍ
ｐ
ｍ
の
ｍ
匡
耳
一

目
○
口
の
彦
巴
］
］
①
叶
○
匡
吋
封
『
①
黒
２
口
の
丙
口
○
急

急
●
彦
葺
昏
の
厨
房
員
の
言
ロ
①
一

ご
く
ぼ
『
庁
彦
の
の
ロ
ロ
‐
国
四
ｍ
》
ぬ
一
①
勢
ご
昌
口
㈹

国
風
、
匠
庁
吊
儲
○
口
胃
画
①
］
Ｑ
庁
○
鹸
巴
旦

口
働
く
①
の
計
旨
の
ｐ
Ｈ
四
ｍ
○
口
》
の
ｇ
の
四
日
目
．
ｍ
》

冒
鼻
の
印
昏
①
勺
侭
‐
菌
房
倒
局
匡
（
以
下
略
）

ｚ
四
。
声
勺
⑦
冨
口得

ぐ
○
国
嗣
胃
］
国
○
Ｈ
①
口
圃
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あ
わ
れ
歩
兵
の
刺
瓜
卒
其
名
は
白
神
源
次
郎

菊
の
色
香
の
た
だ
ひ
と
り
か
を
り
み
つ
る
は
何
故
ぞ

朝
日
の
旗
風
た
だ
ひ
と
り
よ
わ
り
し
竜
を
お
ひ
ま
わ
し

豚
尾
の
軍
に
打
ち
克
ち
て
輝
く
故
は
何
故
ぞ

た
だ
源
次
郎
汝
こ
そ
わ
れ
ら
に
謂
は
れ
を
語
り
た
れ
（
第
二
節
以
下
略
）

当
時
、
東
京
大
学
に
は
カ
ー
ル
。
フ
ロ
レ
ン
ッ
（
属
目
］
国
○
Ｈ
ｇ
園
）
が
ド
イ
ツ
文
学
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
て
、
彼
も
日
清
戦

争
に
つ
い
て
一
詩
を
つ
く
り
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
と
並
ん
で
喧
伝
せ
ら
れ
た
。



剛
瓜
の
声
に
す
す
み
ゆ
く

肌
を
つ
ん
ざ
く
朝
風
に

あ
っ
ぱ
れ
見
事
の
も
の
の
ふ
が

隆
昌
》
盲
腸
の
庁
ロ
ロ
の
巴
①
伝
ロ

三
月
営
団
①
底
ロ
ー
ｚ
肖
屋

た
の
し
き
門
出
に
今
ぞ
ゆ
く

君
の
お
ん
た
め
国
の
た
め

捧
ぐ
る
時
は
来
り
た
り

祖
先
の
世
よ
り
つ
た
へ
た
る

の
ち
の
た
め
し
と
い
ざ
や
わ
れ

問
は
で
も
し
る
き
北
京
城

雨
①
丙
』
ロ

あ
な
勇
ま
し
の
軍
隊
や

ひ
ら
め
く
朝
日
の
連
隊
旗

連
戦
み
な
勝
つ
み
い
ぐ
さ
の

数
に
は
あ
ら
ぬ
わ
が
身
を
も

よ
し
や
傷
つ
き
倒
る
と
も

名
を
ば
お
と
さ
じ
語
り
つ
ぐ

い
ざ
や
す
す
み
て
ゆ
く
さ
き
は

問
は
で
も
し
る
き
北
京
城
（
以
下
略
）
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両
の
、
①
念
庁
］
四
い
口
．
日
冒
巽
侭
の
冒
哩
①
”
の
口
．

ロ
①
日
〆
臼
の
胃
国
員
同
丘
叶
》
。
①
日
伊
ロ
ロ
烏
国
員
君
，
①
戸
尉
》

の
○
○
℃
閉
①
ロ
〕
試
詞
胃
冷
Ｈ
①
巨
島
伽
ロ
ロ
の
間
の
ウ
①
ロ
》

ロ
①
Ｈ
ぐ
鼻
図
罰
昌
己
侭
』
貝
。
宮
君
，
ロ
ロ
ロ
の
冒
巨
ロ
ロ
弓
○
○

口
閏
ｚ
四
。
胃
「
①
岸
①
旨
園
①
勝
豆
①
］
２
．
ｍ
①
ご
①
ロ
，



あ
る
○
呂
①
、
①
の
教
師
の
夫
人
で
、
彼
女
自
身
、
近
代
教
育
を
う
け
、
日
本
の
雑
誌
や
評
論
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

で
、
モ
デ
ス
ト
な
レ
デ
ィ
で
あ
る
。
（
前
後
の
記
事
か
ら
見
て
若
松
賎
子
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
え
る
）
彼
女
自
身
も
日
本
婦
人
が
家

庭
に
閉
じ
こ
も
っ
て
単
調
な
る
生
活
に
終
始
し
て
い
る
の
を
破
っ
て
、
な
に
か
面
白
く
た
の
し
め
る
よ
う
な
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
念

が
見
つ
か
っ
た
。 五

女
流
の
読
書
会
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エ
ド
イ
ン
。
ア
ー
ノ
ル
ド
と
親
交
の
あ
っ
た
女
性
に
、
当
時
の
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
ヒ
ュ
ー
・
フ
レ
ー
ザ
ー
夫
人
（
冒
励
．
出
口
警

句
国
圃
①
馬
）
が
い
た
。
そ
の
著
し
己
巨
○
日
胃
冒
》
の
ヨ
国
①
旨
］
§
目
》
Ｆ
⑦
茸
①
耐
坤
○
日
輯
○
日
の
８
国
○
日
①
、
岳
置
は
、
日
清

戦
争
の
は
じ
ま
る
直
前
に
帰
国
し
て
、
ペ
ン
が
そ
の
事
に
ふ
れ
て
お
ら
ぬ
が
、
し
か
し
ロ
シ
ヤ
の
皇
太
子
の
湖
南
事
件
に
お
け
る
東
京

の
錯
惜
の
様
子
、
ま
た
大
隈
外
相
の
爆
弾
遭
難
を
見
舞
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
き
い
き
と
描
写
し
、
永
井
荷
風
も
愛
読
し
た
こ
と
を
、
そ

の
「
確
災
日
録
」
に
記
録
し
て
い
る
。

し
か
し
特
に
こ
こ
で
、
フ
レ
ー
ザ
ー
夫
人
の
著
書
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
そ
の
興
味
の
た
め
で
は
な
い
。
じ
つ
は
彼
女
は
、
知
り
合

い
の
日
本
女
性
を
、
月
に
二
度
ず
つ
日
を
き
め
て
自
邸
に
呼
び
集
め
て
、
両
侭
房
匿
両
⑦
且
旨
い
の
○
ｇ
①
ｑ
を
ひ
ら
き
、
イ
ギ
リ
ス
文

学
を
よ
み
、
か
つ
批
評
し
合
っ
た
と
書
い
て
い
る
点
が
と
く
に
注
目
す
べ
き
だ
と
思
う
。
し
か
し
参
加
女
性
の
半
ば
は
英
語
を
よ
く
解

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
多
少
心
得
が
あ
っ
て
も
、
自
由
に
会
話
し
、
読
書
す
る
に
は
学
力
不
足
で
あ
る
。
そ
こ
で
或
る
書
を
え
ら

ん
で
、
語
学
の
達
者
な
女
性
に
日
本
訳
し
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
底
で
読
み
合
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の
訳
者
と
し
て
は
最
も
格
好
な
夫
人
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願
し
て
い
た
の
で
、
不
才
そ
の
任
に
堪
え
な
い
と
日
本
婦
人
の
常
と
し
て
遠
慮
し
な
が
ら
、
し
か
し
情
熱
を
も
っ
て
、
緋
訳
の
仕
事
を

ひ
き
う
け
、
最
初
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
国
凶
］
①
○
閉
の
ぎ
関
冒
が
え
ら
ば
れ
た
。

こ
れ
は
十
九
世
紀
初
頭
の
有
名
な
話
で
、
シ
ベ
リ
ヤ
流
刑
囚
の
娘
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
い
っ
て
十
六
歳
に
な
る
少
女
が
、
父
の
赦
免
を

哀
願
す
る
た
め
、
単
身
徒
歩
で
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
て
、
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
宮
殿
ま
で
お
も
む
き
、
世
界
を
感
動
さ
せ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
女
流
作
家
ソ
フ
ィ
ー
・
コ
タ
ン
の
国
箭
号
①
房
・
ロ
］
①
、
因
ｘ
号
の
号
の
号
①
嵐
の
が
原
典
だ
が
、
長
短
難
易
さ
ま
ざ
ま
の

英
語
物
語
が
で
き
て
い
る
か
ら
、
い
ず
れ
会
合
で
読
む
に
適
当
な
短
さ
の
Ｈ
①
庁
○
固
黒
Ｏ
ｑ
が
え
ら
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。

来
会
者
に
皇
后
の
お
側
に
い
て
英
語
に
熟
達
し
た
女
性
が
お
り
、
原
文
と
訳
文
と
対
比
し
て
、
謬
り
な
き
を
た
し
か
め
、
そ
の
日
に

な
る
と
フ
レ
ー
ザ
ー
夫
人
が
先
ず
英
原
文
の
数
節
を
よ
み
、
つ
づ
い
て
日
本
訳
が
披
露
さ
れ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
が
、
一
一
週
間
に

一
度
ず
つ
会
合
し
、
数
夜
を
つ
い
や
し
て
終
っ
た
。
み
ん
な
興
味
を
も
っ
た
。

次
ぎ
は
妻
の
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
を
題
材
と
し
た
も
の
で
、
園
身
ｚ
詳
冨
且
巴
①
が
塔
中
の
幽
閉
か
ら
夫
を
救
い
出
す
話
だ
っ
た
が
、

の
ロ
①
且
匡
の
ｇ
ｑ
と
い
う
の
で
、
参
会
者
は
帰
宅
し
て
か
ら
家
族
に
語
り
伝
え
た
ば
か
り
で
な
い
。
皇
后
の
侍
女
た
ち
（
房
①
国
日
‐

胃
の
の
の
旨
日
①
の
）
は
「
高
貴
の
お
方
様
が
た
に
お
よ
み
聞
か
せ
申
し
上
げ
た
い
か
ら
、
こ
の
訳
稿
拝
借
ね
が
え
ま
す
ま
い
か
」
と
ひ
か

え
目
に
申
出
た
。
第
三
番
目
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
聖
女
マ
ガ
レ
ッ
ト
女
王
の
伝
を
え
ら
び
、
参
会
者
は
感
動
の
あ
ま
り
《
国
①
胃
蕨

閏
①
巴
涛
①
冒
両
宮
ｇ
も
①
ｍ
ｐ
Ｑ
百
℃
ロ
ロ
》
》
と
云
っ
た
。

英
語
は
元
来
福
沢
塾
の
書
生
か
ら
日
本
中
に
広
く
流
布
す
る
端
が
ひ
ら
け
、
坪
内
春
の
や
の
「
当
世
書
生
気
質
」
で
は
、
ま
だ
英
語

を
は
な
す
女
は
出
て
来
な
い
が
、
つ
づ
く
二
葉
亭
の
「
浮
雲
」
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
女
書
生
あ
が
り
の
よ
う
な
者
が
あ
ら
わ
れ
る
。



い
か
な
る
西
洋
小
説
が
わ
が
国
に
訳
さ
れ
て
い
た
か
一
瞥
し
よ
う
。

こ
こ
で
試
み
に
、
こ
の
こ

明
治
二
十
七
年

二
人
の
老
翁

損
辱
冷
熱
化
而
雌
Ｉ

林
と
野
と

猛
虎

Ａ
Ｂ
Ｃ
組
合

脚
本
嫉
妬
女
房

六
識
訳
さ
れ
た
西
洋
小
説

こ
の
こ
ろ
、

そ
れ
が
日
清
戦
争
を
前
に
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
上
流
な
い
し
宮
廷
女
性
の
間
に
ま
で
外
国
語
は
侵
潤
し
て
ゆ
く
。
「
不
如
帰
」
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
大
山
信
子
な
ど
は
娘
時
代
に
英
詩
ま
で
つ
く
っ
て
い
る
。
（
木
村
毅
箸
伝
記
小
説
「
大
山
元
帥
」
を
み
よ
）
こ
れ
ら

の
事
が
丸
善
と
直
接
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
丸
善
の
使
命
の
洋
書
普
及
を
と
り
ま
く
雲
環
と
し
て
、
あ
る
い
は
ヒ
ン

タ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
見
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

ト
ル
ス
ト
イ

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ

ポ
ッ
カ
チ
オ

ト
ル
ス
ト
イ

ッ
ル
ゲ
ネ
フ

尋
ハ
ル
ザ
ッ
ク

ユ
ー
ゴ
ー

モ
リ
エ
ル

操
岳
仙
史

内
田
不
知
庵

尾
崎
紅
葉

小
西
増
太
郎

探
美
生

松
居
松
葉

抱
一
庵

須
藤
南
翠

裏
錦

国
民
之
友

読
売
新
聞

国
民
之
友

し
が
ら
み
草
紙

珍
談
倶
楽
部

少
年
園

大
阪
朝
日
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黒
岩
涙
香

尾
崎
紅
葉

オ
プ
ロ
モ
フ
の
幼
時

白
髪
鬼

人
の
運

嬢
一
代
明
治
二
十
八
年

ア
ン
ジ
ェ
ロ

プ
ー
シ
ュ
キ
ン

ロ
チ

ト
ル
ス
ト
玄
イ

リ
ー
ド
女
史

ヨ
ー
カ
イ

ペ
リ
コ

ス
チ
ヴ
ン
ソ
ン

古
〆
エ
ノ
イ
マ
ン

叩
ダ
ツ
１
Ｆ
ン

ブ
ラ
シ
ド
ン

ポ
ッ
カ
チ
オ

ゴ
ン
チ
ァ
ロ
ー
フ
探
美
生

コ
レ
リ
女
史
黒
岩
涙
香

ブ
ラ
ッ
ド
ン
同

バ
ア
サ
・
ク
レ
イ
同

お
か
め
八
目

ク
レ
ッ
ェ
ー
ロ
ア
ソ
ナ
タ

村
田
と
き

ア
カ
チ
ャ
の
花

幽
囚

た
か
ら
島

剣
侠
野
醤
蔽

捨
小
舟

鵬
料
理

無
名
氏

飯
田
旗
軒

小
西
増
太
郎

幸
徳
秋
水

緑
野
野
史

湖
生

卯
の
花
庵

森
田
思
軒

裏
錦

春
陽
堂

国
民
之
友

国
民
之
友

早
稲
田
文
学

青
年
文

文
芸
倶
楽
部

日
女
新
聞

婦
人
新
聞

扶
桑
堂

四
つ
の
緒

し
が
ら
み
草
紙

扶
桑
堂

同同
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と
が
明
か
で
あ
る
。
飯
田
旗
軒
も
ベ
ル
ジ
ュ
ー
ム
の
商
業
学
校
出
だ
か
ら
、
こ
の
「
お
か
め
八
目
」
の
原
著
「
日
本
の
秋
」
も
あ
る
い

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
手
に
入
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
の
他
は
だ
い
た
い
、
丸
善
で
購
求
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

か
つ
て
こ
れ
を
川
島
忠
之
助
翁
か
ら
、
じ
か
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
翁
が
明
治
十
一
年
「
八
十
日
間
世
界
一
周
」
の
緋
訳
を
出
し

て
、
明
治
文
壇
、
海
外
文
学
移
植
の
先
頭
を
切
っ
た
功
労
者
た
る
は
、
今
さ
ら
云
う
を
要
し
な
い
・

こ
の
小
説
が
出
る
と
、
矢
野
龍
渓
が
一
読
し
て
感
歎
し
、
新
聞
小
説
は
「
高
橋
お
伝
夜
叉
霊
」
や
「
島
田
一
郎
梅
雨
日
記
」
の
よ
う

な
草
双
紙
や
講
談
を
止
揚
し
て
、
こ
う
い
う
物
に
か
わ
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、
ま
ず
「
八
十
日
間
世
界
一
周
」
の
英
訳
を
購

求
し
、
そ
の
裏
表
紙
に
あ
る
広
告
に
よ
っ
て
、
全
部
そ
れ
を
注
文
し
て
み
た
。
来
た
の
は
シ
ー
サ
イ
ド
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
や
ロ
ベ
ル
。

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
の
よ
う
な
低
俗
な
小
説
の
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
う
ち
ヴ
ェ
ル
ヌ
や
チ
ョ
ッ
ヶ
や
ボ
ー
の
よ
う
な
、
い
く
ら

SeasideLibrary

三
個
条
ポ
ッ
カ
チ
オ
尾
崎
紅
葉
四
つ
の
緒

（
岩
波
講
座
の
「
西
洋
文
学
識
訳
年
表
」
斎
藤
昌
三
編
に
よ

る
）
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
網
羅
し
て
あ
ま
さ
ず
と
は
云
え
ず
、
あ

る
い
は
若
干
の
謬
ち
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
当
時
の
外
国
文
学

摂
取
の
程
度
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
原
作
が
み
な
丸
善
を
経
由
し
た
も
の
と
は
云
え
な

い
。
小
西
増
太
郎
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
直
き
弟
子
で
あ
り
、
そ
の

原
文
は
ロ
シ
ア
か
ら
自
分
で
も
た
ら
し
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
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か
高
級
に
属
す
る
も
の
は
森
田
思
軒
の
噌
好
に
か
な
い
、
ガ
ポ
リ
オ
、
ポ
ァ
ゴ
ベ
、
ミ
ス
。
プ
ラ
ッ
ド
ン
の
よ
う
な
探
偵
小
説
は
黒
岩

涙
香
が
専
門
の
よ
う
に
し
て
識
訳
す
る
に
到
っ
た
。

後
年
、
こ
の
筆
者
は
涙
香
所
蔵
の
シ
ー
サ
イ
ド
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
と
ロ
ベ
ル
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
を
一
山
、
古
書
津
の
店
頭
で
買
い
う

け
た
。
そ
の
中
に
は
書
き
こ
み
の
あ
る
プ
ラ
ッ
ド
ン
の
「
ノ
ー
・
ボ
デ
ィ
ス
。
ド
オ
タ
ー
」
（
捨
小
舟
）
の
原
本
も
あ
り
、
久
し
く
珍

蔵
し
て
い
た
が
、
大
戦
中
の
書
物
疎
開
の
と
き
、
み
な
散
逸
さ
し
た
の
で
、
果
し
て
丸
善
の
ラ
ベ
ル
が
あ
っ
た
か
、
ど
う
か
を
記
憶
せ

ぬ
。
森
田
思
軒
の
旧
蔵
書
も
多
く
入
手
し
、
こ
れ
は
今
も
保
存
し
て
い
る
が
、
明
白
に
丸
善
の
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
る
。
云
い
か
え
れ

ば
、
明
治
文
壇
に
雛
訳
王
の
名
を
か
ち
得
た
思
軒
が
丸
善
か
ら
多
く
の
書
物
を
賊
求
し
た
こ
と
は
確
か
だ
。
も
っ
と
も
そ
の
ラ
ベ
ル
の

貼
っ
て
な
い
書
物
も
あ
る
。
彼
は
若
い
こ
ろ
洋
行
し
、
そ
の
時
多
く
の
書
物
を
購
求
し
て
き
た
と
自
か
ら
語
っ
て
い
る
か
ら
、
丸
善
の

手
を
通
さ
ぬ
蔵
書
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
の
だ
。

「
村
田
と
き
」
の
原
作
リ
ー
ド
女
史
と
あ
る
の
は
、
ウ
ー
ド
女
史
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
原
作
は
お
そ
ら
く
「
イ
ー
ス
ト
。
リ
ン
」
で
、

一
種
の
貞
操
美
談
だ
が
、
と
う
て
い
イ
ム
ポ
シ
プ
ル
の
事
件
の
連
続
の
不
自
然
な
構
想
だ
と
し
て
も
、
人
の
肺
脈
を
つ
ら
ぬ
く
鋭
さ
が

あ
り
、
こ
の
当
時
婦
人
雑
誌
を
始
め
と
し
て
幾
種
の
訳
が
出
て
お
り
、
そ
れ
を
幸
徳
秋
水
が
訳
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
彼
の

好
み
そ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
秋
水
は
国
民
英
学
会
に
英
語
を
ま
な
び
、
海
外
に
直
接
注
文
の
手
づ
る
な
ど
も
た
な
か
っ
た
か
ら
、
こ

れ
亦
丸
善
の
手
を
通
し
て
入
手
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
こ
に
興
味
の
あ
る
の
は
涙
香
の
訳
し
た
「
嬢
一
代
」
の
原
作
者
バ
ー
サ
・
ク
レ
イ
（
団
①
再
冨
旨
．
Ｑ
葛
）
で
あ
る
。
こ
の
正
体

暖
味
の
女
流
作
家
は
、
最
初
に
末
松
謙
澄
が
発
見
し
そ
の
□
○
国
弓
匿
○
目
①
を
二
宮
孤
松
と
の
共
訳
で
「
谷
間
の
姫
百
合
」
（
明
治
二



B､MClay-DoraThomeと邦訳「谷間の姫百合」

十
一
年
）
と
題
し
て
訳
し
た
と
こ
ろ
、
侍
従
藤
波
言
忠
の
手
を
通
じ
て
皇
后

（
昭
憲
皇
太
后
）
に
献
ぜ
ら
れ
、
台
覧
に
入
っ
て
、
「
早
く
後
篇
を
見
た
い

か
ら
訳
者
に
そ
の
旨
を
通
知
せ
よ
」
と
の
令
旨
ま
で
賜
わ
っ
た
。
乙
夜
に
供

え
ら
れ
た
西
洋
現
代
小
説
は
あ
と
に
も
先
き
に
も
、
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で

は
こ
れ
一
篇
で
あ
る
。

こ
の
バ
ー
サ
・
ク
レ
イ
の
作
を
数
灸
愛
読
し
た
も
の
に
尾
崎
紅
葉
が
あ
る
。

そ
の
「
不
言
不
語
」
（
明
治
一
一
十
八
年
）
の
作
が
、
彼
女
の
作
の
赫
案
な
る

は
自
ら
語
っ
て
ひ
ろ
く
文
壇
に
つ
た
え
ら
れ
た
。
明
治
の
最
大
作
と
い
わ
る

る
「
金
色
夜
叉
」
も
友
人
江
見
水
陰
な
ど
の
話
で
み
る
と
、
や
は
り
さ
き
の

「
ド
ラ
・
ゾ
ォ
ン
」
で
あ
る
こ
と
、
ほ
ぼ
、
ま
ち
が
い
な
い
。
（
木
村
毅
の

「
バ
ー
サ
・
ク
レ
イ
と
明
治
文
学
」
に
こ
の
詳
密
な
考
証
が
あ
る
）

紅
葉
は
門
下
に
も
彼
女
の
作
を
あ
た
え
て
読
ま
せ
た
の
で
、
こ
の
筆
者
は

村
山
鳥
径
が
所
持
し
て
い
た
紅
葉
の
遺
品
で
ク
レ
イ
作
の
弓
肩
陣
○
］
８
口

言
の
＆
甘
い
国
侭
を
入
手
し
、
学
生
時
代
に
西
洋
通
俗
小
説
の
よ
み
始
め

は
、
じ
つ
に
こ
の
作
で
あ
っ
た
。
久
し
く
珍
蔵
し
、
紅
葉
の
サ
イ
ン
が
あ
っ

た
こ
と
を
明
確
に
記
憶
す
る
が
、
丸
善
の
ラ
ベ
ル
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
覚
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え
ぬ
。
と
い
う
よ
り
そ
の
頃
は
そ
う
い
う
事
に
一
こ
う
頓
着
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
大
正
の
初
期
ま
で
ク
レ
イ
の
作
が
、
時
に
よ
っ
て

丸
善
店
頭
に
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
、
筆
者
も
何
度
か
求
め
、
後
年
の
版
だ
が
問
題
の
ロ
○
国
目
冒
目
①
は
一
本
を
今
も
書
架
に
蔵
す
る
。

大
阪
毎
日
新
聞
の
小
説
家
の
菊
池
幽
芳
が
ま
た
ク
レ
イ
の
愛
読
者
で
、
あ
る
婦
人
会
の
講
演
で
、
彼
女
の
作
を
講
談
に
か
え
、
も
っ

て
新
聞
紙
上
か
ら
旧
態
を
払
拭
し
た
い
と
主
張
し
て
い
る
ほ
ど
賞
揚
し
、
ひ
と
こ
ろ
洛
陽
の
紙
価
を
高
う
し
た
と
い
わ
る
る
「
乳
姉

妹
」
は
や
は
り
「
ド
ラ
・
ゾ
オ
ン
」
の
後
半
の
祇
案
な
る
こ
と
、
こ
れ
は
何
人
に
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
大
阪
の
丸
善
支
店
で
購
求
し

た
と
い
う
よ
り
外
に
、
考
え
よ
う
が
な
い
。




